















上関 博 ｢井川 (恒藤)莱- F軍神jの時代を生きる｣













大阪ffl'立大学史紀要 第 4号 (2011年)
1.シンポジウムの成果について- 広川 ｢まとめ｣の要点-




































































































(1) 上E[l博｢t解lg日ようこそ｡テエペス百門の郡へ｣(上仕順編『きしのあかしや- 木rT空太郎随筆- 』





































































(2) 新人会については､松尾専売 『匡卜民の歴史21 民本主我の潮流』(文典堂､1968)､法政大学大
原社会問題研究所編 『新人会機関誌 デモクラシイ 先駆 同胞 ナロオド』(法政大学出版局､
1969)､H.スミス署/松尾尊先 ･森文了一訳 『新人会の研J3'七』(東京大学,.F■.版会､1978)､参照O
恒藤非の思想と学問の発展
恒藤の高田と米田への接近は､｢社会思想｣への関心と結びついていたと思われる｡米田は､
新カント派法哲学ないし法的社会主義の日本へのもっとも早い紹介者の一人であったが､新カ
ント派思想を西欧の労働運動と結びついた ｢社会思想｣として把握した点に特徴があった (拙
稿 ｢米田庄太郎の社会思想及び新カント派思想研究｣､大阪市立大学大学院文学研究科プロジェ
クト研究会編 『都市大阪の古代から現代』2005年)｡恒藤のR･シュタムラー研究も米EElに触
発されたと言ってよい｡恒藤は米田から学問と ｢社会｣との関係について学ぶところがあった
と思われる｡しかし､恒藤は ｢やはり佐々木先生の教えをうける機会が最も多く｣という｡恒
藤は ｢佐々木惣一先生に御相談した上､大学院に入学して国際公法を専攻することとした｣(｢学
究生活の回顧｣)のである(3)｡恒藤は､大学院進学後も佐々木から研究上の多くの教えを受け､
同時に現実の政治や社会問題についても多くを教えられたと見るのが自然であろう｡
｢学究生活の回顧｣によれば､恒藤の ｢社会思想｣への関心が広がる過程で､河上肇との関
係も強まった｡河上肇は1916年に 『大阪朝日新聞』に掲赦した ｢貧乏物語｣が大きな反響を
呼んだことからみても､｢大正デモクラシ ｣ーの論客の一人であったが､1919年 1月に個人雑
誌 『社会問題研究』を創刊し､マルクス主義の研究に全力を注ぎ始めた｡
恒藤によれば､｢大学院に入学してから三ヶ年を経過したころ､同志社大学の法学部の教授
に採用してもらったので､大学院を退学した｡これについて河上肇先生をはじめ､小島拓馬さん､
櫛田民蔵さんが尽力して下さった｡その以前から社会思想の方面に興味をもち､いろいろ河上
先生の教えを受けたものであるが､同志社大学で最初に担当したのも社会思想史の講義であっ
て｣と述べている(同前)｡河上への接近はそれ以前からの｢社会思想｣への関心の延長線上にあっ
た｡同志社大学への就職は1919年9月である｡
こうして見ると､恒藤は新人会などの結成がなされる以前から ｢社会思想｣への関心を強め､
新カント派法哲学やマルクス主義の研究を進めることを通じて社会のデモクラシ-の気運の高
まりに応えようとしていたのである｡その過程で恒藤は､京都の自由主義的民主主義的知識人
グループの一人としての自らの役割を自覚していったと考えられるo同志社大学への就職は､
恒藤にとっては､その新カント派の法哲学の立場からしても(4)､｢社会改造｣に寄与する学問
的活動のため確固たる現実的地位を得たことを意味し､社会的責任をいっそう自覚したに違い
ない｡｢世界民｣論文は､京都の自由主義的民主主義的グループの期待にも応え､社会のデモ
クラシー気運に寄与しようとする努力の集中的表現であったと考えられる｡
恒藤が ｢座談会｣で､｢社会思想｣に注目して新人会に注目したのは､社会のデモクラシー
気運の高まりのなかでの彼自身の思想的実践に照らし､新人会に ｢次の時代を模索する努力｣
(3) 憧僻は､大学院の指導教授であった匡】際公法講座担任の千貿鶴太郎と国際私法alL,長座担任の跡部定次
郎について､｢両先生と私とのあいだには､思想や感覚の上で大きい隔たりがあった｣､大学院在籍中､
｢両先生からほとんど何一つ学問上の指導をうけたようなことはなかった｣と述べている (｢学究生活
の回顧｣)｡佐々木は､京都法科大学の国際法の次代の担い手のことも考え､あえで恒藤に国際公法専
攻を軌めたのかもしれない｡
(4) 拙著 119-120頁､参照｡
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の集中的表現を認めたからといえよう｡恒藤の｢次のr酎Liを模索する努力｣についていえば､｢文
学青年｣以来の探求が､京都の自由主義的民主主義的知識人のなかで鍛えられ､｢世界民｣論
文執筆前後には､新カント派的立場に立って世界変革のための一つの世界像を提起するに至り､
それとともに社会科学の本格的探究が新たな課題となったのである｡
(ひろかわ ただひで ･大阪市立大学名誉教授)
